
中川原工業団地
総面積15haあり、平成3（1991）
年に株式会社平和堂多賀物流セ
ンターが創業。その後も多数の企
業が創業しています。

多賀第二工業団地
平成24（2012）年に竣工し、翌
25年に株式会社エフベーカリー
コーポレーション滋賀事業所が
操業しました。

あ
な
た
が
ず
っ
と
住
み
た
く
な
る

主
要
都
市
か
ら
の
好
ア
ク
セ
ス
と

水
と
緑
豊
か
な
立
地
環
境
の
良
さ
か
ら

多
賀
町
の
工
業
団
地
に
は

多
く
の
企
業
が
集
積
し
、

産
業
に
新
た
な
力
を
加
え
て
い
ま
す
。

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

TOKYO

NAGOYAOSAKA

KYOTO

日本のちょうど真ん中。 　　　　   主要都市からのアクセス。

企
業
立
地
の
進
展
が

多
賀
町
の
明
日
を
拓
く

　関
西
、中
部
、北
陸
経
済
圏
の
ち
ょ

う
ど
中
間
に
位
置
す
る
本
町
は
、名

神
高
速
道
路
や
国
道
、J
R
琵
琶
湖

線
、東
海
道
新
幹
線
な
ど
に
よ
り
主

要
都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
、

び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団
地
を
は
じ

め
と
す
る
工
業
団
地
に
優
良
企
業
が

集
積
し
て
い
ま
す
。本
町
な
ら
で
は
の

豊
か
な
自
然
、好
立
地
と
い
っ
た
環
境

面
が
注
目
を
集
め
、各
企
業
の
主
力

生
産
拠
点
と
し
て
、次
代
に
向
け
た
産

業
空
間
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
企
業
立
地
は
、地
元
で
の
雇
用

が
高
め
ら
れ
、地
域
貢
献
の
面
で
も
大

き
な
成
果
を
も
た
ら
し
、湖
東
地
域
の

活
力
の
創
出
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

共栄社化学（株）
（株）坂本金型工作所
参天製薬（株）
積水化学工業（株）
（株）SCREENホールディングス
（株）アーキュレフ
（株）ニイタカ
日世（株）
森下仁丹（株）
（株）MJ滋賀

ずっと
住みたくなる

ヒミツ
地元雇用で
地域経済を
活性化

基本施策Ⅴ まちの活力

びわ湖東部中核工業団地や

多賀工業団地の整備によっ

て、地域の経済基盤が強化さ

れ、雇用の安定に結びついて

います。

びわ湖東部
中核工業団地

名神高速道路や国道、東海道新
幹線などにより、主要都市から
のアクセスが良好で多くの企業
が操業しています。

多賀工業団地
静かな田園地帯にキリンビー
ル滋賀工場として操業し、敷地
面積は、約38万㎡で甲子園球
場10 個分の大きさです。

キリンビール（株）滋賀工場
キリンビバレッジ（株）滋賀工場
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誰
も
が
活
躍
す
る
ま
ち

あ
な
た
が
ず
っ
と
住
み
た
く
な
る

地
域
資
源
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
想
い
が

ま
ち
づ
く
り
の
架
け
橋
と
な
り
、一
人
ひ
と
り
の
活
躍
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

新規就農者育成総合対策
次世代を担う農業者となることを志す49歳
以下の人に対し、就農準備段階や経営開始
時の早期の経営確立を支援する資金を交付
しています。

地産地消の取組
学校給食に地場産物を活用しているほか、おいし
いと評判の給食メニューを参考にした、おおたき
給食弁当販売の取組もされています。

消
費
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
し
い
流
通
に
よ
る
活
性
化
を
め
ざ

し
、林
業
関
係
者
に
よ
る
多
賀
町
森
林

循
環
事
業
協
同
組
合
を
設
立
し
、取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
取
組
の
一
方
で
、森
林
所

有
者
の
高
齢
化
・
不
在
村
化
に
よ
り
、森

林
に
関
す
る
経
営
意
欲
が
低
下
し
、間

伐
等
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森

林
や
、境
界
が
不
明
で
あ
る
森
林
が
増

加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
森

林
を
減
ら
し
、森
林
の
公
益
的
機
能
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、境
界
明
確

化
事
業
や
森
林
の
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

豊
か
な
資
源
を
活
か
し

農
林
業
の
振
興
へ
と
導
く

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
分
野
で

は
、担
い
手
を
育
て
る
た
め
、農
業
用
機

械
や
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
導
入
に
対
し
て

の
支
援
事
業
お
よ
び
特
産
物
の
生
産
振

興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。農
業

で
は
特
産
品
の
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、

農
業
後
継
者
へ
の
支
援
と
育
成
、認
定

農
業
者
へ
の
支
援
を
図
る
な
ど
、農
業

の
安
定
に
努
め
て
い
ま
す
。全
体
の
土

地
面
積
の
約
86
％
が
山
林
の
自
然
豊
か

な
多
賀
町
。そ
ん
な
多
賀
町
の
第
一
次

産
業
で
あ
る
、林
業
で
は
地
元
産
材
を

活
用
し
た
中
央
公
民
館「
多
賀
結
い
の

森
」の
建
築
を
は
じ
め
、住
宅
・
公
共
施

設
・
木
工
品
な
ど
、木
材
の
地
産
地
消
や

誰
も
が
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

　
多
賀
大
社
を
は
じ
め
と
す
る
奥
深

い
歴
史
・
文
化
は
、本
町
を
代
表
す
る

地
域
資
源
で
す
。特
に
観
光
分
野
に
お

い
て
、そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
背
景

を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、観
光
資
源

と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い
ま
す
。そ

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
が
多
賀
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
、多
賀
大
社

を
中
心
に
魅
力
を
磨
き
上
げ
、観
光

客
に
発
信
し
て
い
ま
す
。ま
た
、多
賀

大
社
の
あ
る
中
心
市
街
地
で
は
、空
き

家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し
、創
業
意
欲

の
あ
る
人
が
創
業
し
や
す
い
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
他
、就
労

支
援
の
充
実
や
地
元
雇
用
の
促
進
な

ど
、安
定
し
た
就
労
機
会
の
充
実
に

努
め
、誰
も
が
い
き
い
き
と
や
り
が
い

を
も
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

多賀町商工会
地域事業者が会員となって、経営相談や地域振
興事業など、ビジネスやまちづくりのために活
動しています。また、創業相談窓口を設け、創業
支援を行っている支援機関を紹介しています。

多賀観光
ボランティアガイド

多賀大社を中心としたガイド
コースを設け、心に残るおも
てなしをモットーに、歴史や文
化を案内しています。

地元産材の活用
地域おこし協力隊の制度を活用
し、森林の循環と地域産材の活
用に取り組んでいます。

詳しくは
こちら！

基本施策Ⅴ まちの活力
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鈴鹿山系から流れ出る水と、近
江米から造られたお酒は絶品。
延寿のお酒として多賀大社の
神賑行事にも使われています。

自然環境に配慮した「環
境こだわり米」や、使用す
る肥料を厳選した「特別
栽培米」の米作りが盛ん
におこなわれています。

一般的なにんじんよりも
糖度が高く、生で食べて
も甘みが強いのが特徴。
栄養もたっぷりです。

多賀名物の代表格で、米粉で作った
白い餅でこしあんを包んだもの。やわ
らかく、ほんのり塩気を感じます。

地
域
に
伝
わ
る

多
賀
の
自
慢
を
発
掘
・
発
信

自慢の食を
味わうまち

あなたがずっと住みたくなる

　積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
や
豊
か
な

自
然
環
境
が
多
賀
の
特
産
品
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。多
賀
大
社
門
前
で

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
糸
切
餅

や
鍋
焼
き
う
ど
ん
な
ど
の
名
物
を
は

じ
め
、多
賀
産
米
、多
賀
に
ん
じ
ん
な

ど
の
農
作
物
、地
酒
な
ど
は
ま
ち
が

誇
る
逸
品
で
す
。ま
た
、近
年
、そ
ば
の

栽
培
に
適
し
た
地
形
や
気
候
を
活
か

し
、近
畿
地
方
で
も
指
折
り
の
そ
ば
栽

培
地
が
広
が
り
、多
賀
そ
ば
を
味
わ

え
る
お
店
も
増
え
て
き
ま
し
た
。生
産

が
途
絶
え
て
い
た
桃
原
ご
ぼ
う
を
復

活
、流
通
さ
せ
る
取
組
も
あ
り
、特
産

物
を
利
用
し
た
商
品
開
発
の
確
立

や
、販
売
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

基本施策Ⅴ まちの活力

郷土に受け継がれてきた、

作り手の愛情あふれる特産品。

風光明美な多賀ならではの

あの味、この味が

今日を豊かにしてくれます。

2014年に復活！
多賀の伝統野菜

地元のよびかけにより、
多賀町・JA東びわこ・滋
賀県が試験栽培を
おこないました。

多
賀
に
ん
じ
ん

鍋
焼
き
う
ど
ん

多
賀
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

多
賀
そ
ば

清
酒 

多
賀

多
賀
の
米

　神
話
と
歴
史
に
彩
ら
れ
た
緑

豊
か
な
多
賀
町
で
は
、鈴
鹿
山
系

に
育
ま
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
清

水
と
、昼
夜
の
寒
暖
差
を
活
か

し
、さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。ふ
る
さ
と
納
税

で
は
、近
江
牛
や
お
酒
、お
米
な

ど
の
返
礼
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。寄
附
の
活
用
事
業
は「
環
境

保
全
に
関
す
る
事
業
」「
子
育
て

支
援
お
よ
び
福
祉
に
関
す
る
事

業
」な
ど
か
ら
選
べ
ま
す
。

多
賀
の
ふ
る
さ
と
納
税

ふるさと
チョイス

楽天
ふるさと納税

ふるなび Amazon さとふる

自
慢
の
品
々
を

ご
自
宅
で
も
！

糸切餅

あられ
国産もち米100％使用のあられ。山と田
んぼに囲まれた自然豊かな多賀で一粒
一粒を丁寧に焼き上げています。

令和2年度からシャイン
マスカットの産地化を開
始。粒が大きく、皮ごと
食べることができ、さわ
やかな甘さが特徴です。

桃
原
ご
ぼ
う

11月から収穫し、12月
上旬には新そばが味わ
えます。芳醇な香りと喉
越しの良さが特に優れ
ています。

多賀大社門前の名物、土
鍋でぐつぐつと煮込まれ
た鍋焼きうどん。具だく
さんで出汁の香りが漂
います。

特有の粘土質の赤土で栽培さ
れ、シャキシャキとした食感が
特徴です。一般では販売はされ
ていませんが「桃原プロジェク
ト」が春に種まき、秋に収穫祭
を開催しています。

お持ち帰り用も
販売しています

多
賀
の
銘
菓

※現在は
　「桃原プロジェクト」
　が活動中
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ずっと
住みたくなる

ヒミツ
地域行政情報誌
暮らしの便利帳

基本施策Ⅵ 都市基盤・住環境

愛のりタクシーたが
予約型乗合タクシーで、路線バスと同じ
ように運行時刻やルートが設定されてお
り、病院やスーパーに直結します。

湖国バス
湖東圏域で運行する路線バスです。
路線バス位置情報システム「バスこ
こクル」をパソコンやスマートフォン
で利用するとバスの位置情報を地図
上に表示し確認することができます。

近江鉄道
地域に親しまれている鉄道路線
で、地域住民と同社社員が一緒に
なってイベントを行うなど、沿線の
にぎわい創出に取り組んでいます。

B＆G海洋センター
体育館やトレーニングルーム、屋内多
目的運動広場、屋内プールなどを備
え、スポーツが楽しめます。

滝の宮スポーツ公園
グラウンド・ゴルフ場や体育館、屋外プー
ルなどを揃え、町民の憩いの場、健康増
進の施設として親しまれています。

「バスここクル」は
こちら！

便利に暮らすまち
あなたがずっと住みたくなる

大切なのは暮らしに寄り添うこと。

一人ひとりがずっと住みたくなるまちづくりを

未来へと紡いでいきます。

よ
り
良
い
住
環
境
で

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　
都
市
基
盤
・
住
環
境
の
分
野
で
は
、生

活
基
盤
と
し
て
の
道
路
や
河
川
、森
林
を

適
切
に
整
備
・
維
持
管
理
す
る
と
と
も

に
、地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
公
共
交
通

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。本
町
で
は
令
和
５
年
4
月
、名

神
高
速
道
路
に
接
続
す
る
多
賀
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
下
り
線
が
開
通

し
、令
和
７
年
度
冬
に
は
上
り
線
も
開
通

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
に
よ
り
、物
流
の

円
滑
化
な
ど
に
よ
る
産
業
振
興
の
向
上

や
、多
賀
大
社
か
ら
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
約
７
〜

８
分
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、周
辺
地
域
の
新

た
な
玄
関
口
と
な
る
こ
と
で
観
光
客
の

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
基
盤
に
お
い
て
は
、本
町
の
魅
力

で
あ
る
自
然
を
後
世
に
残
す
よ
う
環
境
に

配
慮
し
た
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

町
道
多
賀
絵
馬
通
り
線
な
ど
の
幹
線
道
路

網
の
整
備
な
ど
、地
域
に
応
じ
た
生
活
基

盤
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
近
年
、宅

地
開
発
が
進
み
、併
せ
て
若
者
定
住
支
援

施
策
の
取
組
や
本
町
の
自
然
を
は
じ
め
と

す
る
魅
力
か
ら
転
入
者
が
増
加
し
、急
激

な
人
口
減
少
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
状
態
で

す
。他
に
も
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
や
滝

の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
多
種
の
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
施
設
が
あ
り
、多
く
の
町

民
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も

よ
り
良
い
住
環
境
で
、便
利
で
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

役場での各種申請や子育て、防災、健

康、福祉といった行政情報の他、アケ

ボノゾウをはじめとする歴史・文化や

自然、行事などを網羅しています。

暮らしの便利帳

多賀スマートインターチェンジ
多賀サービスエリア（下り線）に接続し、
産業振興や観光振興、救急医療活動の
強化などの効果が期待されています。

令和5年4月に下り線開通！

多賀サービスエリア
ショッピングコーナーやフードコー
ト、専門店の他に、入浴・仮眠ができる
レストインも備えたサービスエリア。

令和7年度冬に上り線開通予定！

多賀スマートインターチェンジ(上り)線
完成予想図
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年のあゆみ
昭和3 0年の町村合併による誕生から7 0年、

ふるさとはかけがえのない時を刻んできました。

History of Taga town

昭和30年 旧多賀町役場庁舎

昭和40年 町制10周年記念式典

昭和49 年 滋賀県野鳥の森開場式典

昭和48 年 町の花、町の木、町の鳥決定

昭和42 年
公募により多賀町章制定

昭和30年昭和40年

世
界
の
動
き

3
月
9
日

3
月
31
日

4
月

新
制
多
賀
町
と
し
て
初
の
町
議
会
議
員
選
挙
執
行（
3
選
挙
区
、総
定
員
26
名
）

芹
川
ダ
ム
竣
工

県
道
水
口
線
（
国
道
3
0
7
号
・
犬
上
川
）
福
寿
橋
竣
工

昭
和
31
年

1
月
8
日

3
月
23
日

10
月
15
日

中
学
校
統
合
の
基
本
決
定

町
議
会
議
員
選
挙
執
行
（
全
町
1
区
、
定
数
20
名
）

多
賀
町
商
工
会
設
立

昭
和
35
年

4
月
10
日

8
月
1
日

12
月

多
賀
小
学
校
北
校
舎
（
鉄
筋
3
階
建
）
竣
工

多
賀
町
そ
菜
園
芸
組
合
結
成

県
道
津
彦
根
線
（
3
0
6
号
・
佐
目
）
両
宮
橋
竣
工

昭
和
32
年

4
月
1
日

8
月
5
日

10
月
5
日

大
滝
柔
道
少
年
団
発
足

有
料
狩
猟
区
設
定

多
賀
他
13
力
字
都
市
計
画
区
域
決
定

昭
和
36
年

3
月
31
日

4
月
1
日

4
月
26
日

7
月
22
日

11
月
20
日

12
月
16
日

多
賀
町
有
線
放
送
農
業
協
同
組
合
放
送
通
話
開
始

旭
金
属
工
業
所
滋
賀
工
場
創
業
開
始

町
議
会
議
員
が
無
投
票
当
選 

定
数
12
人

犬
上
ダ
ム
周
辺
地
域 

鈴
鹿
国
定
公
園
に
指
定

明
治
1
0
0
年
祭
開
催 

多
賀
町
中
央
公
民
館
に
て
開
催

多
賀
中
学
校
校
章
制
定

昭
和
43
年

1
月
18
日

4
月
1
日

4
月
1
日

6
月
11
日

10
月
16
日

多
賀
工
業
団
地
に
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
滋
賀
工
場
立
地
決
定

土
田
栄
太
郎
氏
が
町
に
1
億
円
を
寄
付

大
滝
小
学
校
、
旧
大
滝
中
学
校
校
舎
に
移
転

都
市
計
画
区
域
決
定

黎
明
館
土
田
家
育
英
資
金
条
例
制
定

昭
和
46
年

2
月
10
日

3
月
20
日

4
月
3
日

4
月

5
月
1
日

5
月
10
日

6
月

8
月

9
月
26
日

河
内
風
穴
が
滋
賀
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

皇
太
子
殿
下
ご
成
婚
記
念
事
業
と
し
て
権
現
谷
10 

ha
に

滋
賀
県
緑
化
大
会
、
大
君
ケ
畑
で
開
催

仏
ケ
後
橋
竣
工

町
長
に
土
田
茂
平
氏
再
選

大
滝
小
学
校
で
完
全
給
食
開
始

県
道
津
彦
根
線
（
3
0
6
号·

佐
目
）
大
西
橋
竣
工

県
道
川
相
永
源
寺
線
、
樋
田
橋
完
成

伊
勢
湾
台
風
襲
来
、
災
害
救
助
法
発
動

昭
和
34
年

5
月
1
日

5
月

町
長
に
集
治
政
太
郎
氏
就
任

統
合
中
学
校
建
設
審
議
会
設
置

昭
和
38
年

3
月
25
日

4
月
1
日

8
月
12
日

8
月

9
月
29
日

9
月
29
日

川
相
地
先
犬
上
川
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
工
事
竣
工

多
賀
中
学
校
芹
谷
分
校
を
廃
し
、
本
校
に
統
合

初
め
て
の
空
中
防
除
実
施

多
賀
町
防
災
会
議
条
例
施
行

多
賀
他
2
字
簡
易
水
道
給
水
開
始
（
多
賀·

尼
子·

敏
満
寺
）

災
害
対
策
本
部
設
置

昭
和
37
年

2
月
18
日

3
月
31
日

町
長
に
藤
本
豊
藏
氏
就
任

昭
和
41
年

旧
大
滝
、
脇
ケ
畑
地
区 

山
村
振
興
法
の
地
域
指
定

3
月
27
日

3
月
31
日

10
月
12
日

11
月
10
日

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
結
成

多
賀
中
学
校
脇
ケ
畑
分
校
廃
校

県
主
催
植
樹
祭 

梨
ノ
木
地
先
に
て
開
催

県
道
津
彦
根
線
が
国
道
3
0
6
号
に
、
県
道
彦
根
水
口
枚
方
線
が
国
道

3
0
7
号
に
昇
格

昭
和
44
年

1
月
1
日

8
月
13
日

9
月
29
日

9
月
29
日

公
募
に
よ
り
多
賀
町
章
制
定

多
賀
郵
便
局
新
庁
舎
竣
工

多
賀
大
社
奥
書
院
、
県
文
化
財
に
指
定

彦
根
市
・
米
原
町
・
稲
枝
町
・
多
賀
町
で
合
併
協
議
会
設
置
（
11
月
9
日
多

賀
町
脱
退
）

昭
和
42
年

11
月
4
日

多
賀
小
学
校
で
完
全
給
食
実
施

昭
和
33
年

4
月
12
日

名
神
高
速
道
路 

多
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
開
業

昭
和
39
年

4
月
1
日

4
月
1
日

5
月
1
日

8
月
1
日

8
月
10
日

8
月

9
月
1
日

10
月
2
日

町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
、
旧
多
賀
町
・
大
滝
村
・
脇
ケ
畑
村
の
3
町
村
が

合
併
、新
制
多
賀
町
と
な
る
。（
人
口
1
0
4
8
9
人
、面
積
1
3
4
・
2
9
㎢
）

犬
上
東
中
学
校
を
廃
し
、
町
立
多
賀
中
学
校
、
同
芹
谷
分
校
、
佐
目
分
校
、

脇
ケ
畑
分
校
、
町
立
大
滝
中
学
校
、
大
君
ケ
畑
分
校
を
設
置

初
代
多
賀
町
長
に
土
田
茂
平
氏
が
就
任

多
賀
大
社
万
灯
祭
、
初
の
開
催

霊
仙
入
谷
大
火
（
22
世
帯
焼
失
）、
災
害
救
助
法
発
動

楢
崎
橋
竣
工

「
広
報
多
賀
」
第
1
号
発
行

第
1
回
町
民
体
育
大
会
開
催（
多
賀
小
学
校
）

昭
和
30
年

4
月
30
日

8
月
12
日

10
月
1
日

11
月
27
日

町
長
に
山
本
外
次
郎
氏
就
任

第
1
回
町
内
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

町
制
10
周
年
記
念
式
典
開
催

多
賀
町
観
光
協
会
設
立

昭
和
40
年

2
月
10
日

6
月
1
日

9
月
1
日

12
月
10
日

町
長
に
林
清
一
郎
氏
就
任

県
営
大
幹
線
林
道
（
御
池
線
）
着
工

多
賀
町
商
工
会
街
路
灯
設
置

多
賀
中
学
校
統
合
校
舎
竣
工

昭
和
45
年

6
月

6
月

8
月

9
月

11
月

初
の
ア
ル
ミ
貨
幣
、
1
円
硬
貨

発
行

「
1
1
7
」
の
時
報
ス
タ
ー
ト

50
円
硬
貨
発
行

自
由
民
主
党
結
成
55
年
体
制
ス

タ
ー
ト

ソ
ニ
ー
が
初
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ

ジ
オ
を
発
表

昭
和
30
年

5
月

6
月

7
月

8
月

10
月

12
月

十
勝
沖
地
震
発
生

小
笠
原
諸
島
が
日
本
に
復
帰

日
本
初
の
心
臓
移
植
手
術
実
施

新
宿
騒
乱
事
件

三
億
円
事
件
発
生

郵
便
番
号
制
ス
タ
ー
ト

昭
和
43
年

1
月

1
月

7
月

12
月

三
原
山
大
噴
火

気
象
庁
発
足

日
ソ
国
交
回
復

石
原
慎
太
郎
の
「
太
陽
の
季
節
」

が
芥
川
賞
受
賞

昭
和
31
年

6
月

9
月

10
月

10
月

新
潟
大
地
震
発
生
M
7
・
5

東
海
道
新
幹
線
開
業

第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

開
催

び
わ
こ
大
橋
完
成

昭
和
39
年

1
月

5
月

11
月

12
月

東
大
安
田
講
堂
事
件

5
0
0
円
礼
発
行

日
本
で
初
め
て
の
A
T
M
設
置

住
友
銀
行

東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

昭
和
44
年

3
月

3
月

4
月

11
月

大
阪
万
博
開
催

大
阪
ガ
ス
爆
発
事
件
発
生

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

1
号
店
開
店

日
航
よ
ど
号
事
件

昭
和
45
年

7
月

11
月

11
月

名
神
高
速
道
路
開
通

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

新
1
0
0
0
円
札
発
行

昭
和
38
年

2
月

10
月

12
月

日
本
初
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ

発
売

フ
ラ
フ
ー
プ
発
売 

大
流
行

1
0
0
0
0
円
札
発
行

昭
和
33
年

1
月

10
月

12
月

南
極
昭
和
基
地
開
設

5
0
0
0
円
札
発
行

1
0
0
円
硬
貨
発
行

昭
和
32
年

3
月

6
月

6
月

日
本
の
人
口
が
1
億
人
を
突
破

祝
日
法
改
正 

敬
老
の
日
・
体
育

の
日
・
建
国
記
念
日

ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

昭
和
41
年

4
月

7
月

12
月

ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
1
号
店
開
店

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
1
号
店
開
店

1
ド
ル
3
0
8
円
に
切
り
上
げ

昭
和
46
年

2
月

4
月

キ
ュ
ー
バ
革
命 

カ
ス
ト
ロ
が
首

相
に

皇
太
子
殿
下
ご
成
婚

昭
和
34
年

5
月

9
月
チ
リ
地
震
津
波
襲
来

カ
ラ
ー
放
送
開
始

昭
和
35
年

1
月

4
月

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
就
任

世
界
初
の
有
人
宇
宙
船
の
打
上
に

成
功

昭
和
36
年

10
月
ツ
イ
ッ
ギ
ー
来
日
、
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
旋
風

昭
和
42
年

2
月

6
月

東
京
が
世
界
初
の
1
0
0
0
万

人
都
市
に

北
陸
ト
ン
ネ
ル
開
通

1
3
8
6
9
m

昭
和
37
年

1
月
21
日

6
月
18
日

8
月
31
日

9
月
12
日

10
月
2
日

12
月
28
日

株
式
会
社
カ
ン
サ
カ
滋
賀
工
場
操
業
開
始
（
現
株
式
会
社
ピ
カ
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

水
道
事
務
所
敏
満
寺
に
移
転

多
賀
町
浄
水
場
水
源
本
館
竣
工

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
認
可

町
の
花
「
さ
さ
ゆ
り
」、
町
の
木
「
杉
」、
町
の
鳥
「
う
ぐ
い
す
」
に
決
定

都
市
計
画
用
途
地
域
街
路
計
画
決
定

昭
和
48
年

2
月
18
日

3
月
26
日

3
月
26
日

4
月
1
日

5
月
14
日

9
月

町
長
に
林
清
一
郎
氏
再
選

多
賀
町
名
誉
町
民
条
例
公
布

土
田
栄
太
郎
氏
に
第
1
号
の
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る

消
防
事
務
を
彦
根
市
に
委
託

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
滋
賀
工
場
操
業
開
始

湖
東
広
域
衛
生
管
理
組
合
発
足

昭
和
49
年

3
月
31
日

4
月

9
月
27
日

町
役
場
保
月
支
所
廃
止

多
賀
町
上
水
道
事
業
と
し
て
、
公
営
企
業
水
道
庁
舎
（
現
・
敏
満
寺
浄
水
場
）

に
て
業
務
開
始

多
賀
工
業
団
地
着
工

昭
和
47
年

2
月

3
月

5
月

6
月

9
月

11
月

浅
間
山
荘
事
件

山
陽
新
幹
線
開
業

日
本
列
島
改
造
論 

田
中
角
栄

日
中
国
交
正
常
化

北
陸
ト
ン
ネ
ル
事
故

沖
縄
返
還
本
土
復
帰

昭
和
47
年

1
月

2
月

10
月

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

円
高
騰 

1
ド
ル
2
6
4
円
に

第
4
次
中
東
戦
争 

石
油
危
機

昭
和
48
年

3031



昭和50年
町制20周年記念式典

昭和53年 町民憲章草案提出

昭和54年 多賀町役場新庁舎竣工

昭和59年 B＆G財団多賀海洋センター竣工式

世
界
の
動
き

3
月
21
日

10
月
31
日

町
議
会
議
員
選
挙
執
行
（
定
数
12
名
）

第
24
回
滋
賀
県
植
樹
の
集
い 

青
龍
山
（
敏
満
寺
）
に
て
開
催

昭
和
51
年

2
月
18
日

11
月
10
日

11
月
30
日

町
長
に
林
清
一
郎
氏
3
選

多
賀
町
民
憲
章
制
定

町
立
富
之
尾
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
竣
工

昭
和
53
年

2
月
2
日

3
月
13
日

4
月
1
日

8
月
6
日

10
月
1
日

12
月
5
日

振
替
納
税
の
町
宣
言

町
長
に
中
川
泰
三
氏
再
選

公
共
下
水
道
事
業
基
本
計
画
策
定

に
っ
ぽ
ん
多
賀
さ
ん
祭
り
開
催

彦
根
犬
上
農
業
共
済
組
合
設
立

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
で
小
惑
星
「
T
A
G
A
」
を
発
見

昭
和
63
年

2
月
10
日

3
月

5
月
17
日

7
月
25
日

10
月
28
日

11
月
1
日

11
月
5
日

芹
川
河
川
景
観
形
成
地
区
に
指
定

国
道
3
0
6
号
大
君
ケ
畑
洞
門
第
1
期
工
事
竣
工
（
L-

2
0
0
m
）

大
滝
小
学
校
創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典

全
国
ケ
イ
ビ
ン
グ
大
会
開
催 

河
内
風
穴
新
洞
窟
発
見

多
賀
町
植
樹
・
育
樹
の
集
い
開
催

第
1
回
多
賀
町
ふ
る
さ
と
祭
り
を
開
催

杉
の
子
福
祉
作
業
所
開
設

昭
和
62
年

2
月
1
日

2
月
8
日

10
月
12
日

10
月
20
日

11
月
11
日

多
賀
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
設
置

多
賀
町
文
化
協
会
設
立

第
2
期
山
村
振
興
事
業
イ
ワ
ナ
生
産
施
設
竣
工

ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
創
業
開
始

町
立
霜
ケ
原
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
竣
工

昭
和
52
年

3
月
16
日

3
月
31
日

3
月

5
月
8
日

7
月
31
日

10
月
10
日

10
月
10
日

町
立
土
田
老
人
憩
の
家
竣
工

第
2
期
山
村
振
興
事
業
開
始

広
域
農
道
（
県
道
甲
良
多
賀
線
）
犬
上
大
橋
竣
工

住
友
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
多
賀
工
場
閉
鎖

町
制
20
周
年
記
念
式
典
開
催

敏
満
寺
地
区
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
着
工

住
友
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
跡
地
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
立
地
決
定

昭
和
50
年

林
業
振
興
地
域
に
指
定

多
賀
町
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

3
月
25
日

3
月
30
日

6
月
26
日

7
月
2
日

7
月
29
日

11
月
2
日

町
立
佐
目
多
目
的
集
会
所
竣
工

大
滝
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
男
子
全
国
大
会

昭
和
55
年

多
賀
町
総
合
計
画
「
心
の
ふ
れ
あ
う
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
策
定

毒
蛇
事
件
（
1
か
月
捜
査
）

2
月
11
日

2
月
11
日

5
月
3
日

12
月
20
日

町
役
場
新
庁
舎
竣
工

町
民
憲
章
碑
建
立

町
立
多
賀
福
祉
会
館
竣
工

町
立
川
相
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
竣
工

昭
和
54
年

2
月
12
日

2
月
27
日

3
月
14
日

3
月
30
日

町
立
大
君
ケ
畑
集
会
所
竣
工

町
民
武
道
館
竣
工

大
滝
漁
業
管
理
休
憩
セ
ン
タ
ー
竣
工

町
立
林
業
会
館
竣
工

昭
和
58
年

2
月
8
日

町
長
に
林
清
一
郎
氏
4
選

昭
和
57
年

3
月
7
日

3
月
31
日

4
月
24
日

4
月
24
日

4
月
24
日

10
月
21
日

11
月
3
日

11
月
28
日

彦
根
犬
上
広
域
斎
場
「
紫
雲
苑
」
竣
工

町
立
い
ず
み
保
育
所
廃
止

林
清
一
郎
氏
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る
（
第
2
号
）

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
竣
工

町
制
30
周
年
記
念
式
典
開
催

多
賀
町
植
樹
の
集
い
開
催

町
民
の
歌
・
多
賀
音
頭
制
定

多
賀
町
史
編
纂
事
業
開
始

昭
和
60
年

12
月
16
日

12
月
26
日

多
賀
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
発
足

雪
害
対
策
本
部
設
置

昭
和
56
年

2
月
8
日

2
月
11
日

3
月
18
日

7
月
24
日

雪
害
対
策
本
部
設
置

鹿
児
島
県
日
置
郡
伊
集
院
町
と
兄
弟
都
市
提
携
盟
約

町
長
に
中
川
泰
三
氏
就
任

B
&
G
財
団
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー
竣
工

昭
和
59
年

1
月

2
月

7
月

10
月

日
本
初
の
五
つ
子
誕
生

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

酒
田
大
火
大
発
生

田
中
角
栄
逮
捕

昭
和
51
年

3
月

山
陽
新
幹
線
全
線
開
業

東
京一

博
多
間
6
時
間
56
分

昭
和
50
年

2
月

4
月

6
月

7
月

11
月

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
事
故

5
0
0
円
硬
貨
発
行

商
業
捕
鯨
全
面
禁
止

上
越
新
幹
線
開
業

東
北
新
幹
線
開
業

昭
和
57
年

3
月

4
月

9
月

10
月

中
国
自
動
車
道
全
線
開
通

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

三
宅
島
大
噴
火

大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件

昭
和
58
年

4
月

4
月

11
月

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
発
生

三
原
山
大
噴
火

昭
和
61
年

4
月

8
月

国
鉄
民
営
化

ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
1
0
0
m
世

界
新
9
・
8
3
秒

昭
和
62
年

3
月

4
月

東
京
ド
ー
ム
完
成

瀬
戸
大
橋
開
通

昭
和
63
年

3
月

6
月

8
月

12
月

科
学
万
博
つ
く
ば
85
開
幕

大
鳴
門
橋
開
通

N
T
T
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
ー
ト

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故

昭
和
60
年

3
月

10
月

11
月

グ
リ
コ
・
森
永
事
件

健
康
保
険
法
改
正
、
本
人
1
割

負
担
に

新
1
0
0
0
0
円
、
5
0
0
0

円
、
1
0
0
0
円
札
発
行

昭
和
59
年

2
月
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ

世
初
来
日

昭
和
56
年

12
月

日
本
の
自
動
車
生
産
台
数 

1
0
0
0
万
台
突
破
、
世
界
一
に

昭
和
55
年

7
月
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
解
散

昭
和
52
年

5
月

成
田
国
際
空
港
開
港

昭
和
53
年

5
月

サ
ッ
チ
ャ
ー
が
英
国
首
相
に

昭
和
54
年

3
月

5
月

中
央
自
動
車
道 

恵
那
山
ト
ン
ネ

ル
開
通(

8
4
8
9
m)

で
日

本
最
長
、
世
界
第
2
位

日
本
初
の
コ
ン
ビ
ニ
が
開
店

昭
和
49
年

年のあゆみ
History of Taga town

昭和50年昭和60年

平成2年 台風19号襲来

平成2年
びわこ東部中核工業団地
湖東開発事務所開拓

1
月

4
月

6
月

11
月

昭
和
天
皇
陛
下
ご
崩
御
、

年
号
が
昭
和
か
ら
平
成
へ

天
安
門
事
件

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

消
費
税
（
3
%
）
実
施

昭
和
64
年
／
平
成
元
年

4
月

10
月

11
月

国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
開
催

東
西
ド
イ
ツ
統
一

即
位
の
礼

平
成
2
年

1
月

5
月

12
月

湾
岸
戦
争
勃
発

信
楽
高
原
鐵
道
衝
突
事
故

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊

平
成
3
年

3
月

6
月

7
月

新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
登
場
、

新
大
阪
〜
東
京
2
時
間
30
分

P
K
O
法
案
成
立

山
形
新
幹
線
開
業

東
京
〜
山
形
2
時
間
30
分

平
成
4
年

6
月

皇
太
子
殿
下
ご
成
婚

平
成
5
年

9
月

関
西
国
際
空
港
開
港

平
成
6
年

3
月
31
日

4
月
25
日

8
月
8
日

10
月
1
日

10
月
4
日

10
月

梨
ノ
木
配
水
池
竣
工

鹿
児
島
県
日
置
郡
伊
集
院
町
と
の
兄
弟
都
市
提
携
10
周
年
記
念
式
典

森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
竣
工

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
」
竣
工

森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工

県
道
多
賀
永
源
寺
線
、
細
原
橋
竣
工

平
成
6
年

4
月
1
日

4
月
29
日

5
月
22
日

9
月
22
日

12
月
3
日

12
月
17
日

大
滝
小
学
校
萱
原
分
校
、
同
富
之
尾
分
校
を
本
校
に
統
合 

多
賀
小
学
校
芹
谷

分
校
を
本
校
に
統
合

滋
賀
県
植
樹
の
集
い
開
催

町
花
「
さ
さ
ゆ
り
」
の
組
織
培
養
に
成
功

多
賀
町
平
和
都
市
宣
言
制
定

大
滝
山
林
組
合
設
立
1
0
0
周
年

「
人
権
尊
重
の
町
宣
言
」
制
定

平
成
5
年

6
月
18
日

7
月
25
日

11
月
9
日

12
月
10
日

12
月
10
日

第
3
次
多
賀
町
総
合
計
画
「
歴
史
・
ロ
マ
ン
・
神
秘
の
里
づ
く
り
多
賀
」
策
定

び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団
地
起
工
式

中
川
原
工
業
団
地
で
イ
セ
ト
紙
工
株
式
会
社
創
業
開
始

中
川
原
工
業
団
地
で
株
式
会
社
平
和
堂
創
業
開
始

多
賀
町
史
刊
行
上
巻
、
下
巻

平
成
3
年

3
月
15
日

4
月
1
日

5
月
13
日

町
長
に
中
川
泰
三
氏
3
選

水
道
事
業
給
水
開
始
30
周
年

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館 

天
文
公
園
竣
工

平
成
4
年

8
月
8
日

9
月
1
日

9
月
19
日

国
道
3
0
6
号
、
佐
目
ト
ン
ネ
ル
開
通

庁
内
電
算
化
開
始

台
風
19
号
襲
来

平
成
2
年

5
月
20
日

7
月

8
月

8
月
29
日

9
月
30
日

11
月
10
日

12
月
6
日

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
新
小
惑
星[

1
9
8
9
A
B
I
」
発
見

県
道
佐
目
敏
満
寺
線
小
原
橋
竣
工

多
賀
町
公
共
下
水
道
工
事
着
手

第
24
回
滋
賀
県
消
防
ボ
ン
プ
操
法
訓
練
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
で
多
賀
町
消

防
団
優
勝

第
25
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
札
幌
）
で
山
田
次
子
さ
ん
（
梨

ノ
木
）
が
50
m
平
泳
ぎ
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

国
土
地
理
院
で
多
賀
町
面
積
1
3
5
・
9
3
km
に
訂
正

び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団
地
造
成
事
業
、
県
土
地
開
発
公
社
と
調
印

昭
和
64
年

平
成
元
年
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平成23年
第32回「星空の街・あおぞらの街」全国大会 in多賀

平成16 年 町立多賀ささゆり保育園開園

平成22年 
高齢者等生きがい空間施設「もんぜん亭」オープン

平成 14年 多賀大社駅前コミュニティハウス竣工式

平成10 年 佐目小学校を多賀小学校に統合

平成7年

平成11 年
移動図書館「さんさん号」
町内巡回サービス開始

世
界
の
動
き

4
月
1
日

4
月
1
日

6
月
1
日

6
月
1
日

7
月
22
日

7
月
28
日

12
月
7
日

東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合
発
足

湖
東
広
域
衛
生
管
理
組
合
リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

指
定
金
融
機
関
制
度
導
入

国
道
3
0
7
号
、
福
寿
橋
竣
工
渡
り
初
め
式

大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

三
和
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
業
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

県
道
甲
良
多
賀
線
、
中
川
原
橋
竣
工
渡
り
初
め
式

平
成
9
年

2
月
16
日

3
月
31
日

4
月
5
日

4
月
5
日

4
月

5
月
21
日

8
月
9
日

び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団
地
譲
渡
企
業
第
1
号
に
参
天
製
薬
株
式
会
社
決
定

多
賀
町
史
別
巻
刊
行

滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園
竣
工

高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
竣
工

多
賀
地
区
供
用
開
始
（
下
水
道
）

子
ど
も
議
会
開
催

町
制
40
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
7
年

3
月
7
日

4
月
1
日

5
月
24
日

6
月
5
日

6
月
11
日

7
月
30
日

10
月
1
日

11
月
18
日

11
月
27
日

12
月
17
日

町
長
に
夏
原
覚
氏
就
任

多
賀
小
学
校
大
君
ヶ
畑
分
校
を
本
校
に
統
合

新
高
化
学
工
業
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

都
市
計
画
区
域
用
途
地
域
細
分
化

株
式
会
社
坂
本
金
型
工
作
所
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

林
道
時
山
多
賀
線 

開
設
促
進
期
成
同
盟
会
発
会
式

四
手
公
園
（
多
賀
町
都
市
公
園
）
開
園

日
世
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

ワ
ダ
カ
ル
シ
ウ
ム
製
薬
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

平
成
8
年

4
月
1
日

4
月
1
日

9
月
1
日

10
月
31
日

11
月
1
日

12
月
25
日

佐
目
小
学
校
を
多
賀
小
学
校
に
統
合

近
江
鉄
道
多
賀
駅
を
「
多
賀
大
社
前
駅
」
に
改
称

び
わ
こ
東
部
森
林
組
合
設
立

町
立
図
書
館
開
館 

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
公
園
開
園

中
川
原
の
河
川
敷
で
ナ
ウ
マ
ン
象
の
牙(

約
1
・
5
m)

が
発
見
さ
れ
る

多
賀
公
園
（
多
賀
町
都
市
公
園
）
開
園

平
成
10
年

3
月
2
日

3
月

4
月
1
日

「
平
和
の
塔
」
除
幕
式

第
4
次
多
賀
町
総
合
計
画
「
山
蒼
く
水
清
く
心
豊
か
な
多
賀
の
ま
ち
」
策
定

多
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平
成
13
年

3
月
31
日

7
月

8
月
1
日

12
月
19
日

町
立
久
徳
保
育
園
閉
園

広
域
農
道
（
町
道
久
徳
多
賀
線
）
月
之
木
大
橋
竣
工

彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協
議
会
設
置

多
賀
大
社
前
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
竣
工
式

平
成
14
年

4
月
1
日

5
月
31
日

8
月
25
日

8
月
25
日

10
月
24
日

情
報
公
開
制
度
導
入

戸
籍
事
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
稼
働

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
2
次
稼
働

高
齢
者
生
活
状
況
確
認
事
業
調
印
式
（
多
賀
郵
便
局
）

芹
谷
（
栗
栖
）
ダ
ム
事
業
に
関
す
る
基
本
協
定
書
調
印

平
成
15
年

3
月
12
日

4
月
1
日

6
月
15
日

7
月
31
日

8
月
1
日

町
長
に
夏
原
覚
氏
再
選

県
道
敏
満
寺
野
口
線
、
富
之
尾
大
橋
竣
工

介
護
保
険
制
度
始
ま
る

多
賀
町
保
健
セ
ン
タ
ー
閉
所

多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
」
開
所

平
成
12
年

3
月
27
日

3
月
27
日

3
月
30
日

4
月
8
日

6
月
1
日

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
開
館
（
町
立
博
物
館
）
開
館

国
道
3
0
6
号
、
大
君
ケ
畑
洞
門
完
成
第
2
期
工
事
竣
工
（
L=

3
9
6
m
）

共
栄
社
化
学
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

森
下
仁
丹
株
式
会
社
と
工
場
立
地
基
本
協
定
締
結

移
動
図
書
館
「
さ
ん
さ
ん
号
」
町
内
巡
回
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
11
年

3
月

4
月

7
月

10
月

秋
田
新
幹
線
開
業

消
費
税 

3
%
か
ら
5
%
に

香
港
が
中
国
に
返
還
さ
れ
る

長
野
新
幹
線
開
業

平
成
9
年

2
月

2
月

4
月

7
月

郵
便
番
号
7
桁
制
実
施

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

明
石
海
峡
大
橋
開
通

和
歌
山
毒
物
カ
レ
ー
事
件
発
生

平
成
10
年

7
月

8
月

9
月

2
0
0
0
円
札
発
行

三
宅
島
火
山
噴
火
、
全
島
避
難

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
マ
ラ

ソ
ン
陸
上
日
本
初
の
女
子
金
メ
ダ

ル
獲
得 

Q
ち
ゃ
ん
こ
と
高
橋
尚
子

平
成
12
年

1
月

8
月

9
月

欧
州
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
導
入

国
旗·

国
歌
法
制
定

改
正
住
民
基
本
台
帳
法
成
立

平
成
11
年

4
月

6
月

12
月

小
泉
内
閣
ス
タ
ー
ト

附
属
池
田
小
事
件

愛
子
内
親
王
殿
下
ご
誕
生

平
成
13
年

4
月

10
月

12
月

日
本
郵
政
公
社
誕
生

新
幹
線
品
川
駅
開
業

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
で
T
V
地

上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
ス
タ
ー
ト

平
成
15
年

1
月

3
月

阪
神·

淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

平
成
7
年

1
月

10
月

雪
印·

牛
肉
偽
装
事
件
発
覚

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
5
人
24
年
ぶ

り
に
帰
国

平
成
14
年

7
月

O
1
5
7
が
原
因
と
み
ら
れ
る

集
団
食
中
毒
事
件
発
生

平
成
8
年

年のあゆみ
History of Taga town

3
月
4
日

5
月
22
日

5
月
26
日

5
月
31
日

9
月
12
日

大
滝
小
学
校
体
育
館
竣
工

萱
原
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
場
竣
工

第
1
回
多
賀
・
関
ケ
原
両
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催(

多
賀
公
園)

森
林
環
境
学
習
「
や
ま
の
こ
」
事
業
開
始(

高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園)

大
谷
加
圧
所
竣
工

平
成
19
年

2
月
6
日

浪
華
絹
綿
株
式
会
社
滋
賀
事
業
所
操
業
開
始

平
成
18
年

3
月
18
日

3
月
25
日

町
長
に
久
保
久
良
氏
就
任

佐
目
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
竣
工

平
成
20
年

3
月
14
日

3
月
31
日

3
月

4
月
1
日

4
月
26
日

5
月
8
日

8
月
12
日

町
長
に
夏
原
覚
氏
3
選

町
立
清
涼
保
育
園
閉
園

多
賀
町
上
水
道
基
本
構
想
策
定

鹿
児
島
県
日
置
郡
伊
集
院
町
と
の
兄
弟
都
市
提
携
20
周
年
記
念
式
典
開
催

町
立
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
開
園

町
立
図
書
館
貸
出
冊
数
1
0
0
万
冊
突
破

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

高
円
宮
賜
杯
第
24
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
準
優
勝

平
成
16
年

3
月
31
日

3
月
31
日

9
月
23
日

10
月
30
日

彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協
議
会
廃
止

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定

町
制
50
周
年
記
念
式
典
開
催

日
本
洞
窟
学
会
第
31
回
大
会
開
催(

23
日
〜
25
日)

河
内
風
穴

全
国
4
位
の
長
さ
に

平
成
17
年

平成 17年

3
月

4
月

7
月

11
月

愛
知
万
博
（
国
際
博
覧
会
）
開
催

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
、

死
者
1
0
7
名

ロ
ン
ド
ン
同
時
多
発
テ
ロ

紀
宮
清
子
内
親
王
殿
下
ご
結
婚

平
成
17
年

5
月

6
月

12
月

上
海
万
博
（
国
際
博
覧
会
）
開
催

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が

7
年
に
及
ぶ
探
査
活
動
を
終
え
地

球
へ
帰
還

東
北
新
幹
線
、
東
京一

新
青
森

間
全
線
開
業

平
成
22
年

5
月

6
月

7
月

11
月

裁
判
員
制
度
施
行

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的

に
流
行
、
W
H
O
は
警
戒
水
準
を

フ
ェ
ー
ズ
6
と
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
大
流
行
）
を
宣
言

皆
既
日
食

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
、
ヤ
ン
キ
ー

ス
松
井
秀
喜
、
日
本
人
初
の
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
M
V
P
獲
得

平
成
21
年

2
月

3
月

9
月

ト
リ
ノ
（
イ
タ
リ
ア
）
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
、
荒
川
静
香
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
で
は
日
本
人
初
と

な
る
金
メ
ダ
ル

第
1
回
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
開
催
、
日
本
代
表

初
代
優
勝
国

悠
仁
親
王
殿
下
ご
誕
生

平
成
18
年

5
月

10
月

11
月

12
月

長
野
県
浅
間
山
噴
火

新
潟
県
中
越
地
震

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
発
生 

M
9

新
1
0
0
0
0
円
、5
0
0
0
円
、

1
0
0
0
円
札
発
行

平
成
16
年

5
月

7
月

11
月

中
国
四
川
省
で
大
地
震
、
4
万

人
死
亡

主
要
国
首
脳
会
議
、
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
開
催

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選 

バ
ラ
ク
・
オ

バ
マ
が
当
選

平
成
20
年

3
月

6
月

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
が
被
害
を
受
け
、

深
刻
な
原
子
力
事
故
が
発
生

サ
ッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表
「
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
」
F
I
F
A
女
子
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
初
優
勝

平
成
23
年

7
月

10
月

新
潟
県
中
越
沖
地
震

郵
政
事
業
、
民
営
化
ス
タ
ー
ト

平
成
19
年

1
月
14
日

2
月
10
日

3
月
31
日

4
月
1
日

6
月
21
日

8
月
19
日

9
月
26
日

芹
谷
治
水
ダ
ム
建
設
事
業
の
中
止
を
決
定(

滋
賀
県)

獣
害
対
策
電
気
柵
設
置
着
手

多
賀
町
健
康
増
進
計
画(

健
康
た
が
21)

策
定

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

高
円
宮
賜
杯
第
29
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
準
優
勝

町
立
図
書
館
貸
出
冊
数
2
0
0
万
冊
数
突
破

子
ど
も
・
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
新
設

平
成
21
年

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
が
ゆ
い
ち
ゃ
ん
」
決
定

1
月
18
日

3
月
19
日

3
月
22
日

4
月
1
日

6
月
2
日

6
月
12
日

8
月
22
日

8
月
27
日

10
月
1
日

10
月
1
日

10
月
12
日

10
月
18
日

11
月
2
日

「
芹
谷
地
区
の
地
域
振
興
支
援
基
本
方
針
に
関
す
る
合
意
書
」
調
印

東
日
本
大
震
災
避
難
者
受
入(

高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
、
7
世
帯
27
名)

第
5
次
多
賀
町
総
合
計
画
「
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
包
ま
れ
た
、
キ
ラ
リ
と

ひ
か
る
ま
ち
」
策
定

多
賀
町
環
境
基
本
条
例
施
行

南
後
谷
浄
水
場
軟
水
処
理
設
備
導
入

東
日
本
大
震
災
救
援
派
遣(

職
員
3
名)

N
H
K
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
「
み
ん
な
の
体
操
会
」
開
催

少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

第
7
回
国
際
ユ
ー
ス
野
球
大
会
イ
タ
リ
ア
大
会
優
勝

第
23
回
「
星
空
の
街
・
あ
お
そ
ら
の
街
」
全
国
大
会
in
多
賀
町
開
催

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
た
が(

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー)

運
行
開
始

小
惑
星
番
号
7
0
1
9
が
「
た
が
ゆ
い
ち
ゃ
ん
」
と
命
名
さ
れ
る

平
成
23
年

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
福
島
県
須
川
市
の
火
祭
り
、「
松
明
あ
か
し
」

へ
多
賀
町
か
ら
竹
5
0
0
本
を
提
供

大
谷
第
2
配
水
池
竣
工

3
月
31
日

4
月
1
日

4
月
22
日

6
月
25
日

10
月
17
日

多
賀
町
公
共
下
水
道
事
業
完
了

高
齢
者
等
生
き
が
い
空
間
施
設
「
も
ん
ぜ
ん
亭
」
オ
ー
プ
ン

川
相
浄
水
場
膜
ろ
過
設
備
導
入

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
が
ゆ
い
ち
ゃ
ん
」
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
心
ゆ
い
ゆ
い
」
が
完
成
、
発
表

古
例
大
祭
に
て
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
が
ゆ
い
ち
ゃ
ん
」
デ
ビ
ュ
ー

平
成
22
年
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令和３年
オリンピック聖火リレー 平成27年 多賀町福祉バス購入

令和７年 国スポデモンストレーション競技「モルック大会 in 多賀」開催

平成25 年
則本昂大選手 滋賀県民スポーツ大賞特別賞・
たがスポーツ大賞受賞

世
界
の
動
き

1
月
1
日

3
月
31
日

4
月
10
日

5
月
10
日

5
月
26
日

5
月
31
日

7
月
1
日

10
月
15
日

10
月
25
日

12
月
25
日

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
滋
賀
工
場
発
足

多
賀
町
地
域
福
祉
計
画
策
定

中
川
原
工
業
団
地
に
株
式
会
社
平
和
堂
多
賀
流
通
セ
ン
タ
ー
B
棟
竣
工

辻
心
薫
選
手(

履
正
社
高
等
学
校)

た
が
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
受
賞

町
道
小
森
池
線
供
用
開
始

滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
竣
工

芹
谷
地
域
消
防
セ
ン
タ
ー
竣
工

高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
自
然
体
験
宿
泊
施
設
竣
工

鹿
児
島
県
日
置
市
兄
弟
都
市
盟
約
30
周
年
記
念
式
典

多
賀
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
竣
工

平
成
26
年

2
月
1
日

2
月

4
月
1
日

4
月
1
日

4
月
1
日

4
月
1
日

5
月
14
日

5
月
28
日

7
月
16
日

福
祉
保
健
課
内
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
チ
ー
ム
」
を
設
置

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と
し
て
町
内
全
児
童
生
徒
に
一
人
一
台
端
末
を
配
備

多
賀
町
上
水
道
土
田
水
源
池
取
水
施
設
竣
工

第
6
次
多
賀
町
総
合
計
画
「
輝
く
人
、
自
然
、
歴
史
・
文
化
で
織
り
な

す
多
賀
の
未
来
」
策
定

多
賀
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
国
土
利
用
計
画
策
定

私
立
な
つ
め
保
育
園
開
設

ふ
れ
あ
い
の
郷
で
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始

多
賀
大
社
前
駅
か
ら
多
賀
町
役
場
ま
で
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
実
施

多
賀
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
が
文
化
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
る

令
和
3
年

3
月
15
日

3
月
22
日

3
月
31
日

3
月
31
日

4
月
8
日

5
月
23
日

6
月
4
日

ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
化
石
多
賀
標
本
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

多
賀
町
中
央
公
民
館
「
多
賀
結
い
の
森
」
来
館
者
10
万
人
達
成

「
第
２
次
多
賀
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
策
定

多
賀
町
第
2
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
閉
鎖

多
賀
小
学
校
敷
地
内
に
新
多
賀
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設

小
惑
星
1
2
3
4
9
番
が
「
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
」
と
命
名
さ
れ
る

多
賀
町
中
央
公
民
館
多
賀
結
い
の
森
で
「
第
50
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会

し
が
2
0
2
2
」
開
催

令
和
4
年

3
月
31
日

3
月
31
日

4
月
1
日

4
月
1
日

5
月
11
日

6
月
1
日

7
月
27
日

8
月
6
日

9
月
29
日

11
月
21
日

12
月
26
日

第
９
期
多
賀
町
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
「
は
つ
ら
つ
シ
ニ

ア
プ
ラ
ン
」
策
定

第
３
期
多
賀
町
地
域
福
祉
計
画
策
定

町
長
に
久
保
久
良
氏
５
選

議
員
定
数
を
削
減
し
10
人
で
ス
タ
ー
ト

町
立
図
書
館
貸
出
冊
数
4
0
0
万
冊
突
破

八
重
練
に
杉
の
子
会
に
よ
る
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
す
く
す
く
」
開
設

結
い
の
森
公
園
開
園

日
置
市
・
多
賀
町
兄
弟
都
市
盟
約
40
周
年

多
賀
小
学
校
創
立
1
5
0
周
年
記
念
式
典
の
開
催

第
3
0
0
回
さ
さ
ゆ
り
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

「
第
12
回 

全
国
小
・
中
学
校
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
生
部
門

の
自
由
振
付
曲
部
門
」
で
多
賀
小
学
校
4
年
ろ
組
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

令
和
6
年

2
月
6
日

4
月
29
日

5
月
31
日

6
月
1
日

多
賀
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
下
り
線
）
開
通

町
立
多
賀
幼
稚
園
閉
園

町
立
久
徳
う
ぐ
い
す
こ
ど
も
園
開
園

令
和
5
年

3
月
21
日

3
月
31
日

4
月
1
日

4
月
1
日

4
月
1
日

8
月
1
日

10
月
16
日

「
第
１
回
公
民
館
ま
つ
り
」
開
催

多
賀
町
子
ど
も
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
２
０
２
０
策
定

町
長
に
久
保
久
良
氏
４
選

多
賀
町
第
２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
敏
満
寺
）
開
設

ふ
れ
あ
い
の
郷
浴
室
跡
地
を
改
修
し
、杉
の
子
会
に
よ
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
「
杉
の
子
ク
ラ
ブ
」
を
ス
タ
ー
ト

大
滝
た
き
の
み
や
こ
ど
も
園
が
「
し
が
自
然
保
育
認
定
制
度
」
の
認
定
を
受
け
る

多
賀
森
林
循
環
事
業
協
同
組
合
設
立

令
和
2
年

4
月
10
日

8
月
25
日

大
滝
た
き
の
み
や
こ
ど
も
園
開
園

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ「
高
円
宮
賜
杯
第
38
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
」優
勝

平
成
30
年

1
月
9
日

4
月
1
日

4
月

4
月
23
日

6
月
1
日

池
尻
成
範
選
手
（
福
井
大
学
）
た
が
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
受
賞

町
長
に
久
保
久
良
氏
３
選

入
学
祝
品
支
給
事
業
開
始

子
ど
も
の
本
サ
ー
ク
ル
「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
が
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀

実
践
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

多
賀
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

平
成
28
年

4
月
1
日

8
月
23
日

10
月
22
日

清
涼
保
育
園
跡
地
に
湖
東
会
に
よ
り
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
多
賀
」
開
設

鳥
取
県
三
朝
町
と
友
好
都
市
盟
約
締
結

台
風
21
号
襲
来(

町
道
富
之
尾
四
手
線
他 

被
災)

平
成
29
年

3
月
11
日

3
月
26
日

3
月
31
日

4
月
7
日

12
月
13
日

町
長
に
久
保
久
良
氏
再
選

多
賀
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
竣
工

多
賀
町
食
育
推
進
計
画
策
定

多
賀
中
学
校
給
食
開
始

プ
ロ
野
球
、
則
本
昂
大
選
手
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
に
入
団
決
定

平
成
24
年

4
月
1
日

5
月
6
日

6
月
12
日

8
月
1
日

10
月
3
日

10
月
20
日

12
月
29
日

地
区
計
画
制
度
の
運
用
開
始

多
賀
第
二
工
業
団
地
に
株
式
会
社
エ
フ
ベ
ー
カ
リ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
滋

賀
事
業
所
竣
工

仏
ケ
後
浄
場
竣
工

第
1
回
多
賀
そ
ば
ま
つ
り
開
催

大
滝
山
林
組
合
創
立
1
2
0
周
年

多
賀
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
&
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館

則
本
昂
大
選
手 

滋
賀
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
特
別
賞
・
た
が
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
受
賞

平
成
25
年

2
月
27
日

3
月
31
日

3
月
31
日

4
月
23
日

5
月
18
日

11
月
22
日

多
賀
小
学
校
普
通
教
室
増
築
工
事
完
成

第
３
期
健
康
た
が
２１
（
健
康
増
進
計
画
お
よ
び
食
育
推
進
）
の
策
定

多
賀
町
子
ど
も
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
２
０
２
５
策
定

多
賀
町
立
図
書
館
が
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞    

国
ス
ポ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
「
モ
ル
ッ
ク
大
会
in
多
賀
」
開
催

町
制
70
周
年
記
念
式
典
開
催

令
和
7
年

3
月
5
日

3
月
19
日

3
月
20
日

3
月
20
日

3
月
31
日

3
月
31
日

4
月
1
日

4
月
14
日

8
月
4
日

11
月
8
日

11
月
8
日

町
道
久
徳
中
川
原
線 

道
路
改
良
工
事
竣
工

町
立
図
書
館
貸
出
冊
数
3
0
0
万
冊
数
突
破

多
賀
町
福
祉
バ
ス
購
入

獣
害
対
策
電
気
柵
設
置
完
了

多
賀
町
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
2
0
1
5
策
定

水
谷
加
圧
所
竣
工

大
君
ケ
畑
浄
水
場
竣
工

川
相
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事
竣
工

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
第
37
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
準
優
勝

故
中
川
泰
三
氏
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る(

第
3
号)

町
制
60
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
27
年

8
月

11
月

12
月

全
国
各
地
で
猛
暑
日
が
続
き
、

山
梨
県
甲
府
市
、
高
知
県
四
万

十
市
で
40
度
を
記
録

小
笠
原
諸
島
の
西
之
島
の
南
南
東

沖
で
海
底
火
山
の
噴
火
に
よ
り
新

島
が
出
現

和
食
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
が
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

平
成
25
年

2
月

3
月

3
月

4
月
8
月

8
月

9
月

11
月

仮
想
通
貨
「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」

大
手
取
引
所
の
マ
ウ
ン
ト
ゴ
ッ

ク
ス
が
取
引
停
止

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
が
オ
ー
プ
ン
、
地

上
60
階
・
地
下
5
階
の
日
本
一
高
い

ビ
ル
に

W
H
O
、
西
ア
メ
リ
カ
で
猛
威
を

振
る
う
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
緊
急
事

態
宣
言

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
機
が
消
息
を
絶
ち

行
方
不
明
に

デ
ン
グ
熱
、
国
内
で
の
感
染
確
認
は

約
70
年
ぶ
り

御
嶽
山
が
噴
火
、
死
者
56
人·

行

方
不
明
者
7
人

錦
織
圭
ア
ジ
ア
人
初
の
A
T
P
ツ

ア
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
出
場

消
費
税
の
税
率
が
8
%
に

平
成
26
年

5
月

9
月

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

尖
閣
諸
島
、
国
有
化

平
成
24
年

4
月

5
月

8
月

熊
本
地
震
が
発
生

オ
バ
マ
米
大
統
領
が
広
島
を
初
訪
問

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

平
成
28
年

2
月

9
月

7
月

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

エ
リ
ザ
ベ
ス
英
女
王
が
死
去

安
倍
元
首
相
が
銃
撃
受
け
死
亡

令
和
4
年

1
月

7
月

10
月

能
登
地
震

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

石
破
内
閣
発
足

令
和
6
年

1
月

4
月

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
就
任

大
阪
・
関
西
万
博
開
幕

令
和
7
年

9
月

10
月

11
月

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
で
日
本
が
3
勝

の
歴
史
的
快
挙

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
開
始

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生

平
成
27
年

4
月

5
月

7
月

新
型
コ
ロ
ナ
猛
威
、
初
の
緊
急

事
態
宣
言

米
、
警
官
暴
行
で
黒
人
男
性
死
亡

九
州
地
方
中
心
に
集
中
豪
雨

令
和
2
年

1
月

2
月

2
月

金
正
男
氏
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
空

港
で
殺
害

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
就
任

パ
ン
ダ
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
が
公
開

平
成
29
年

6
月

7
月

9
月

大
坂
な
お
み
が
テ
ニ
ス
全
米

オ
ー
プ
ン
で
初
優
勝

史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
が
開
催

西
日
本
で
記
録
的
豪
雨

平
成
30
年

3
月

5
月

10
月
ハ
マ
ス
が
対
イ
ス
ラ
エ
ル
大
規
模

作
戦

侍
ジ
ャ
パ
ン
、
世
界
一

新
型
コ
ロ
ナ
「
５
類
」
移
行

令
和
5
年

1
月

7
月

11
月

M
L
B
・
大
谷
翔
平
が
シ
ー
ズ

ン
M
V
P
獲
得

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
就
任

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催

令
和
3
年

令和元年
多賀町中央公民館「多賀結いの森」開館

平成25年
多賀そばまつり開催 年のあゆみ

History of Taga town

平成 27年

令和 7 年

平成26 年
滝の宮スポーツ公園グランド・ゴルフ場竣工

3
月
31
日

3
月
31
日

4
月
1
日

4
月
2
日

第
２
期
健
康
た
が
２１
（
健
康
増
進
計
画
お
よ
び
食
育
推
進
）
策
定

第
２
期
多
賀
町
地
域
福
祉
計
画
策
定

愛
犬
通
級
指
導
教
室
大
滝
小
学
校
教
室
開
設

多
賀
町
中
央
公
民
館
「
多
賀
結
い
の
森
」
開
館

平
成
31
年

令
和
元
年

8
月
25
日

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 「
高
円
宮
賜
杯
第
39
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球

大
会
」
2
連
覇

4
月

9
月

10
月

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
大
会
が
開
催

徳
仁
天
皇
・
即
位
の
礼

新
元
号
「
令
和
」
を
発
表

平
成
31
年
／
令
和
元
年

3637



輝く人、自然、歴史・文化で織りなす

多賀の未来
未来を担う子どもたちが元気に、希望をもって育ち、

誰もが笑顔で暮らせるまちを継承していきます。

第 6 次多賀町総合計画

基本施策  Ⅰ

基本施策  Ⅱ

基本施策  Ⅲ

　多
賀
町
で
子
育
て
し
た
い
と
思
え

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、子
育
て
を

応
援
す
る
取
組
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、本
町
な
ら
で
は
の
子
育
て
の
環
境

を
創
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま

ち
全
体
で
子
育
て
を
応
援
し
、安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
や
仕
組
み

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も

に
、未
来
に
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
が

ま
ち
に
愛
着
を
も
っ
て
、健
や
か
に
育

つ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
力
で
未
来
を

切
り
拓
く
力
を
育
む
教
育
を
実
践
し

ま
す
。さ
ら
に
、子
ど
も
を
は
じ
め
、さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
を

育
む
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て多賀町の教育の取組

　身
近
な
地
域
や
広
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
じ
め
、趣
味
、職
場
、

社
会
活
動
な
ど
、町
民
の
誰
も
が
何

ら
か
の
形
で
つ
な
が
り
、孤
独
感
の
な

い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重

な
歴
史
・
文
化
・
伝
統
・
自
然
を
ま
ち

全
体
が
一
体
と
な
っ
て
守
り
、活
用
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、町
民
、そ
し
て
ま

ち
に
関
わ
る
各
主
体
の
人
材
を
育
成

し
、そ
の
参
加
と
協
働
で
多
様
な
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、子
ど
も
か
ら
お
と
な
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

生
涯
学
習
・
協
働

多賀町中央公民館「多賀結いの森」

　町
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、防
災
・
減
災
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、新
た
な
感
染
症
へ

の
対
応
も
含
め
た
危
機
管
理
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、健
康
・
医

療
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
た
、町

民
の
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
取
組
を

進
め
ま
す
。さ
ら
に
保
健
・
福
祉
・
医

療
や
地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
、地
域
で
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
充

実（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
）や
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

に
関
わ
ら
ず
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り（
地
域
共
生
社
会
）を
進
め
ま
す
。消防車

安
全
・
安
心
・
健
康

　農
林
業
・
商
工
業
・
観
光
な
ど
多
様

な
産
業
と
の
連
携
を
強
化
し
、ま
ち
の

立
地
環
境
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た

新
た
な
事
業
所
の
創
業
、製
品
開
発

や
経
済
循
環
を
通
じ
た
既
存
事
業
所

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、産
業

団
地
へ
の
立
地
企
業
を
は
じ
め
と
す

る
町
内
事
業
所
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
と
事
業
環
境
の
向
上
、新
た
な
用

地
の
確
保
に
よ
り
、既
存
企
業
の
定
着

と
企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。さ
ら

に
、ま
ち
の
環
境
・
資
源
を
活
用
し
、

回
遊
性
や
経
済
効
果
の
あ
る
観
光
振

興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、多
賀
大

社
を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
ち
の
活
力

地産地消の取組

　誰
も
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

の
確
保
・
維
持
に
努
め
、町
民
や
生
活

者
が
安
心
し
て
日
常
活
動
・
移
動
で

き
る
環
境
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

国
・
県
道
や
景
観
に
配
慮
し
た
道
路

な
ど
、地
域
の
活
性
化
と
魅
力
づ
く

り
に
つ
な
が
る
道
路
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。ま
た
、ま
ち
の
個
性
・
魅
力

を
発
揮
す
る
良
好
な
景
観
を
保
全
・

形
成
し
、自
然
・
風
土
・
歴
史
を
次
代

に
継
承
し
ま
す
。良
好
な
住
環
境
の
維

持
・
向
上
を
進
め
る
と
と
も
に
、増
加

す
る
空
き
家
の
活
用
に
よ
る
若
年
層

の
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、新
た
な
定
住

人
口
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

都
市
基
盤
・
住
環
境多賀スマートインターチェンジ

　普
段
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基

礎
と
し
た
顔
の
見
え
る
関
係
や
人
の
つ

な
が
り
を
つ
く
り
、互
い
に
支
え
合
い
、

助
け
合
え
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
、地
域
・
家
庭
・
事
業
所
な
ど
、生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
人
権
意
識
・
平

和
意
識
の
向
上
に
取
り
組
み
、誰
も
が

平
等
で
暮
ら
せ
る
、明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、自
ら
課
題

解
決
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
、

主
体
的
で
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
育
み
ま
す
。町
民
と
の
協
働
に
よ
る

環
境
保
全
や
資
源
循
環
の
活
動
を
推

進
し
、ま
ち
ぐ
る
み
で
資
源
循
環
の
仕

組
み
づ
く
り
と
低
炭
素
化
を
実
現
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

環
境
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィもんぜん市（地元野菜の販売）

　激
動
す
る
社
会
潮
流
や
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

限
ら
れ
た
ま
ち
の
リ
ソ
ー
ス（
人
的
資

源
、資
産
、財
源
な
ど
）で
効
率
的
に

運
営
で
き
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
り
ま
す
。ま
た
、町
民
を
は
じ

め
、ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

主
体
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
り
、相
互

の
信
頼
を
高
め
る
と
と
も
に
、効
果
的

な
施
策
や
取
組
の
推
進
を
図
り
ま

す
。さ
ら
に
、湖
東
圏
域
に
よ
る
取
組

を
は
じ
め
、複
数
自
治
体
の
協
力
に

よ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
や

地
域
の
魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
広

域
連
携
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

役場窓口

行
財
政

基本施策  Ⅳ

基本施策  Ⅴ

基本施策  Ⅵ

基本施策  Ⅶ
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数字で見る

多賀町
町制施行7 0周年を迎え、

まちの統計にも

さまざまな変化がありました。

多賀町の「今」を

数字でみてみましょう。

資料：2024年多賀町統計
（年齢階層別人口）

資料：地域再生計画
（住民アンケートによる 満足度）

資料：多賀町国土利用計画資料：農林業サンセス

3,580

3,768

2,951

山林割合

㎢

％

135.77

85.6

保育施設・学校数
※令和7年10月時点

※令和6年10月1日時点※令和6年10月1日時点

4園

2校

保育施設
大滝たきのみやこども園（町立）
多賀ささゆり保育園（町立）
久徳うぐいすこども園（町立）
なつめ保育園（私立）

大滝小学校
多賀小学校

件7国指定文化財

件11県指定文化財

霊仙山 鈴ヶ岳

1,094 1,130mm

40,524a

23,261a

作付（栽培）
のべ面積

稲8,771a麦類

6,163a
雑穀

15aいも
1,105a豆類
698a野菜 15a果樹

6a

390a

花き類・花木
その他

令和2年

13,577ha
総面積

令和3年

11,621ha
山林

300ha宅地
271ha道路
308ha河川 584haその他

493ha
農地

小学校

1校多賀中学校
中学校

人

世帯

人

観光入込客数

県内
位2

資料：令和5年滋賀県観光
入込客統計調査

住民アンケート

人口ピラミッド

地目別土地面積

多賀大社入込客数

農作物の作付（栽培）面積

標高 1 , 0 0 0m を超える山

人口

面積

※令和7年10月時点

文化財

※令和6年10月1日時点

世帯数

女  性

女  性

男  性

男  性

7,348人8

158

404

562

430

436

435

396

264

332

343

1

56

280

536

420

448

474

388

273

352

352 0～9 歳

10～19 歳

20～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60～69 歳

70～79 歳

80～89 歳

90～99 歳

100 歳～

（単位：人）（単位：人）

73.1％
「多賀町に住み続けたい」
と答えた割合

人1,804,127
4041



高宮駅

彦根口駅

スクリーン駅

ひこね芹川駅

近江鉄道多賀線

彦根駅

多賀大社前駅

多賀町役場

ダイニック
アストロパーク天究館

びわ湖東部
中核工業団地

中川原工業団地

多賀工業団地

あけぼのパーク多賀

大岡高塚古墳

多賀町中央公民館「多賀結いの森」
結いの森公園

芹川ダム

向之倉のカツラ

河内の風穴
権現谷

胡宮神社

楢崎古墳

多賀大社

調宮神社

井戸神社

飯盛木

滝の宮スポーツ公園

高取山ふれあい公園

大瀧神社

佐目風穴

十二相神社

佐目トンネル

犬上川ダム

三本杉

鞍掛トンネル

三国岳

鈴北岳

御池岳

青龍山

名
神
高
速
道
路

近
江
鉄
道
本
線

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
本
線

犬
上
川

犬
上
川

芹
川

多賀SA
多賀SIC（下り線）

多賀SIC（上り線）

彦根IC

鍋尻山

高室山

霊仙山

至 八日市IC

至 東近江

至 京都

至 京都

至 米原 至 米原

306

307

8

至 いなべ

高源寺

真如寺

（令和7年度冬開通予定）

TAGA
MAP

TAGA
MAP

ACCESS

鈴鹿山系の水と緑に恵まれた

自然環境にありながら、

高速道路や国道、鉄道が縦横し、

都市部へのアクセスも良好なまちです。

TAGA

車の場合

大阪 多賀スマートIC
阪神高速/第二京阪奈/名神高速

約80分 約5分

京都 多賀スマートIC
名神高速

約50分 約5分

名古屋 多賀スマートIC
名古屋高速/名神高速

約90分 約5分

約80分

京都駅

大阪駅 彦根駅
彦根駅（近江鉄道）

徒歩

約3分

徒歩

約15分

彦根多賀大社線

約20分
多賀大社前駅
（近江鉄道）

彦根駅（バス）
徒歩

JR線

約60分

JR線

約3分

多賀線

約30分
多賀町役場前（バス）

※

多
賀
町
役
場
ま
で
の
時
間
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

電車/バスの場合

多賀町の頭文字「タ」を図案化したも
ので、円は町の平和と円満を表し、円
内に向かった矢印は、向上発展の勢い
を象徴し、円下部の三支点は、旧三町
村が合併して新しい町をつくり、これ
を支え合う意を示しています。
昭和42年1月1日制定

うぐいすささゆり杉

※令和7年度冬開通予定

※令和7年度冬開通予定

町章

町の鳥町の花町の木

多 

賀 

町

4243



　鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多
賀町に住むわたくしたちは、日常生活の心構えとし
てこの町民憲章を定めます。

わたくしたち多賀町民は

多賀町町勢要覧
2025

発行：多賀町
発行年月：令和７年10月

〒522-0341
滋賀県犬上郡多賀町多賀324
TEL：0749-48-8111（代）

https://www.town.taga.lg.jp

多賀町民憲章

一、 郷土に住む喜びを感謝し、
　　　　　　平和で明るい町をつくります。

一、 歴史と伝統を生かし、教養を深め、
　　　　　　かおり高い文化の町をつくります。

一、 互いに励まし助けあい、
　　　　　　心のふれあう町をつくります。

一、 清くたくましい青少年のそだつ、
　　　　　　健全な町をつくります。

一、 働くことに喜びをもち、
　　　　　　しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

表紙写真：県指定天然記念物 飯盛木（尼子）


